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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ接続部を介してネットワーク化されていて車両用のものである多数の診断及び／
又はプログラミング装置を備えた工場システムにおいて、
　ネットワーク化されているそれらの装置の第１の診断及び／又はプログラミング装置で
工場スタッフによる早急な介入を必要とする事象のための警告が、選択的に又は補足的に
第２の又は他の診断及び／又はプログラミング装置に転送され、その工場スタッフに通知
されること、及び
どの診断及び／又はプログラミング装置で該当する工場スタッフが最後に従事していたか
又は従事しているかを工場システムが連続的に検知し、事象のための警告がこの診断及び
／又はプログラミング装置に転送され、そこで出力されること、
を特徴とする工場システム。
【請求項２】
　前記事象が、第１の診断及び／又はプログラミング装置の供給電圧の下回りであること
を特徴とする、請求項１に記載の工場システム。
【請求項３】
　前記事象が、第１の診断及び／又はプログラミング装置により検査及び／又はプログラ
ミングされる車両の搭載電気系統の供給電圧の下回りであることを特徴とする、請求項１
又は２に記載の工場システム。
【請求項４】
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　前記事象が、第１の診断及び／又はプログラミング装置により検査及び／又はプログラ
ミングされる車両の少なくとも１つの制御装置のプログラミング電圧の下回りであること
を特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の工場システム。
【請求項５】
　前記警告が、介入のために高い緊急性を有する事象の場合、全ての診断及び／又はプロ
グラミング装置で出力されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の工
場システム。
【請求項６】
　前記警告が、介入のために緊急性のより少ない事象の場合、先ずは該当する診断及び／
又はプログラミング装置だけで出力され、更に前記警告が、予め設定された時間の後、工
場スタッフによる介入が成されていない場合、選択的に又は補足的に他の又は全ての装置
に転送され、そこで出力されることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の
工場システム。
【請求項７】
　前記警告が伝達され、そこで出力される装置のグループが、工場スタッフの介入が行わ
れない場合、進んでゆく時間とともにより大きくなることを特徴とする、請求項１～６の
いずれか一項に記載の工場システム。
【請求項８】
　どの診断及び／又はプログラミング装置で該当する工場スタッフとは別の工場スタッフ
が最後に従事していたか又は従事しているかを工場システムが連続的に検知し、事象のめ
の警告がこの診断及び／又はプログラミング装置に転送され、そこで出力されることを特
徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の工場システム。
【請求項９】
　前記警告が、他の一人の工場スタッフ又は他の複数の工場スタッフに対し、選択的に又
は補足的に、該当する工場スタッフの介入なしに所定の時間が経過した場合、及び／又は
、特に早急な介入が成されないことで車両の又はその構成要素の損傷を覚悟しなくてはな
らないとして事象が高い緊急性を有する場合に初めて出力されることを特徴とする、請求
項８に記載の工場システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ接続部を介してネットワーク化されていて車両用のものである多数の
診断及び／又はプログラミング装置を備えた工場システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両工場内の今日の診断及びプログラミング装置は完全に自主的に且つ工場のその他の
システムから切り離されて動作する。該当する車両と通信する周知の診断及びプログラミ
ング装置では例えば１つの又は複数の制御装置の診断又はプログラミングであるサービス
アプリケーションがそのつど局所的に実行される。特に車両の１つの又は複数の制御装置
のプログラミングは比較的長い時間を要求することになるが、この時間中、該当する工場
スタッフは常にその場に居合わせている必要はない。
【０００３】
　診断及びプログラミング装置において、該当する工場スタッフにより応答されなくては
ならない事象（インシデント）が発生する場合、実行すべきプロセスステップの進捗を工
場スタッフが次回に再び管理するときに初めてその応答が行われることになる。例えば次
の部分ステップの実施のための操作のように危険でない事象の場合には（単に）過程の全
時間が増加されるだけである。しかし例えばタブレットＰＣの蓄電池におけるエネルギー
下限の下回りのように診断及びプログラミング装置の稼働又はそれらの構成要素の１つの
稼働のためのエネルギー下限の下回りや、車両における危険なエネルギーレベルの到達の
ように危険な事象の場合にはこれらの事象に対し早期に応答することができなくなってし
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まう。非応答は、特に車両の１つの又は複数の制御装置のプログラミング中、中断される
部分ステップに応じ、欠陥のある制御装置、従って多大な経済的損失を導いてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って本発明の課題は、周知の工場システムの信頼性を向上することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記の課題は、請求項１に記載した措置により解決される。有利な他の構成は従属請求
項の対象である。
【０００６】
　本発明の本質的な観点は、周知の工場システムを本発明に従い、一方では、車両のため
の稼働状態にある診断及び／又はプログラミング装置において工場スタッフの持続的な居
合わせが不必要であり、他方では、できるだけ即座の対処行動を必要とする事象の発生時
に介入が成されないことによる損失が防止されるように構成することにある。本発明に従
う工場システムでは、他方の装置における診断及び／又はプログラミング過程がまだ進行
している場合、工場スタッフは別の車両と接続状態にある次の診断及び／又はプログラミ
ング装置で既に従事可能である。工場スタッフの早急な対処行動を必要とする事象が発生
すると、工場スタッフに対しこのことが別の診断及び／又はプログラミング装置において
（も）通知される。有利には工場スタッフが最後に従事していた診断及び／又はプログラ
ミング装置においてである。
【０００７】
　本発明に従う工場システムは周知のシステムに対しより高い生産性により及び障害が目
標を定めて排除され得ることにより傑出する。診断及びプログラミング装置は（少なくと
も本出願人の工場内では）既にイーサーネットネットワークで互いに接続され、それを介
して互いに通信可能であるので、周知の工場システムを基礎にして本発明に従う工場シス
テムを実現するための手間と費用は比較的僅かである：特に適切なソフトウェアが必要と
される。
【０００８】
　本発明の更なる構成では、診断及び／又はプログラミング装置の供給電圧の低下及び／
又は該当する車両の搭載電気系統の供給電圧の低下が強すぎる場合、それに対応する警告
（注意事項の提供）が行われる。そのような場合、車両の制御装置の信頼性のある診断又
はプログラミングはもはや与えられず、高価な制御装置がむしろ、供給電圧の増加の後に
も永続的にもはやプログラミング不能であるという状態に陥ることになる。診断及び／又
はプログラミング装置における供給電圧の低下は、特にタブレットＰＣにおけるように診
断及び／又はプログラミング装置が蓄電池で電圧供給され、この蓄電池が稼働の経過によ
り放電する場合に特に発生することになる。
【０００９】
　本発明の有利な実施形態では、介入のために高い緊急性を有する事象の場合にのみ、別
の診断及び／又はプログラミング装置上又は全ての診断及び／又はプログラミング装置上
で警告が行われる。
【００１０】
　同様に本発明の有利な実施形態では、緊急性のより少ない事象の場合の警告が先ずは該
当する診断及び／又はプログラミング装置で出力され、工場スタッフの介入がまだ行われ
ていない場合、進んでゆく時間及び／又は緊急性とともに初めて別の診断及び／又はプロ
グラミング装置上又は全ての診断及び／又はプログラミング装置上で出力される。
【００１１】
　前記の措置により工場スタッフの関心事が不必要にそらされることが回避される。
【００１２】
　本発明の別の有利な実施形態では、どの診断及び／又はプログラミング装置で該当する
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工場スタッフが現在従事しているか及び／又は最後に従事していたかが工場システムによ
り検出される。それにより別の工場スタッフの関心事が不必要にそらされることが回避さ
れ、責任を負っている工場スタッフのところに早急な警告が行われる。
【００１３】
　該当する工場スタッフが装置の１つにおいてもはや従事していない又は既に長い間従事
していないのであれば、本発明の有利な実施形態において、工場システム或いはシステム
の装置に現在従事している別の工場スタッフところに警告が転送されることが意図されて
いる。
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